
平成 23 年度予算編成の基本方針（抄） 

 

平成 22 年 12 月 16 日 

閣議決定 

 

４ 徹底した予算の組替えと無駄の削減 

（２）事業仕分けの適切な反映 

事業仕分けは、予算編成過程を可視化し、国民目線に立った事業の見直し・

無駄の削減を行うことによって、行政の在り方に大きな一石を投じた。これま

での事業仕分けの対象となった事業については、その結果を予算査定に適切に

反映させるものとする。その際、担当大臣は広く国民の納得が得られるように

十分な説明責任を果たしつつ、指摘された事業の見直しが確実に行われている

ことを担保する。また、事業仕分けの対象とならなかった事業についても、行

政刷新会議で示された方向性を参考に、横断的に事業の見直しを行う。 

 

５ 財政運営戦略の着実な実現 

（３）今後の検討課題 

③予算・行政に関するＰＤＣＡサイクルの充実 

行政支出の無駄を減らし、限られた予算を真に国民に便益をもたらす施策に

配分するためには、予算に関するＰＤＣＡ（Plan-Do-Check-Action：計画・実

行・検証・反映）のサイクルを充実し、施策の有効性、効率性について不断の

検証を行っていくことが不可欠である。既存の政策評価制度と行政事業レビュ

ーの役割分担の明確化・連携強化や、「予算編成等の在り方の改革について」（平

成 21 年 10 月 23 日閣議決定）に掲げられた政策達成目標明示制度等の施策の取

扱いを含め、関係府省・部局において政府全体におけるＰＤＣＡサイクルの整

理・強化について検討を行う。 
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